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○数学における出題例 
 
【出題例１】＊該当問題 １３ 岩手県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析所見】 

3冊の観光ガイドと 3冊の観光マップを郵送するときの送料を，まとめて１つの封筒に入れて送る

場合と，２つの封筒に分けて送る場合とで送料が異なる場面を捉えた設問である。特に，(2)で送料

が異なる場合が複数あるので，起こり得る場合を挙げそれぞれについて送料を考えさせている。こ

れは，生活の中で数学を活用して最適な値を求める過程であり，数学を学ぶ有用性を実感する問題

となっている。 
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【出題例２】＊該当問題 ５（１） 群馬県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析所見】 

問題の意味を確実に読み取り，すでに引かれている線分も参考にしながら，折り返したときに重

なる点を見付けて折り目となる線分を作図する。折り返したときに重なる点が円の弧上にあれば，

折り返したときに重なる点と Pを結ぶ線分の垂直二等分線が折り目となる。したがって，点 Aと折

り返したときに重なる点を結ぶ線分の長さは 2cmであり，これを用いて折り返したときに重なる点

を見いだすことができる。作図題であるのでその過程も過不足なく示さなければならない。数学的

な見方や考え方を見るために工夫された問題である。 

 

※(2)は，該当問題ではないため省略 
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【出題例３】＊該当問題 後期選抜 ５ 千葉県 
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【分析所見】 

（1），（2）とも先生と生徒の会話を数学的に理解し，会話に直接関連した問題を解決した後，さ

らに問題を発展させ思考を深める形式になっている。2つの点の動きは単純であるが，2つの点が作

る弧長を考えているので問題自体は複雑になっている。先生と生徒の会話を通して問題の本質を理

解し，それを基に発展的な問題に取組むことができるかを見ようとする問題である。 
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【出題例４】＊該当問題 ２ 滋賀県 
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【分析所見】 

6段変速の自転車の仕組みを調べていく場面を基に，ペダルの回転数とギアの歯数，自転車の

進む距離の関係を探っていくことが問われている。身のまわりの事象に潜む疑問点を知識・技

能等を活用して明らかにしていく流れに工夫が見られる問題である。与えられた情報を分類整

理したり，必要な情報を適切に選択し判断したりして答えることが求められている。また，(3)

では，事象の中の関係を式に表し，数学的な表現を用いて説明することが求められている。実

生活の場面において数学を活用する力とともに，思考力・判断力・表現力を必要とする問題で

ある。 
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【出題例５】＊該当問題 特色選抜３（２）佐賀県 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【分析所見】 

3×3の魔方陣に当てはまる数字を筋道立てて論理的に探っていくことが問われている。マスに当

てはまる数字について，単にいろいろな数を当てはめて考えるだけではなく，計算に使われる列の

数と当てはまる数になる２つの数の組数に着目して考えていく流れに工夫が見られる。試行錯誤を

しながら課題解決をするだけではなく，解決のための構想を立てて実践し，論理的に考察する力を

必要とする問題である。 

※(1)は，該当問題ではないため省略 
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○数学における出題例の正答等 
【出題例１】＊該当問題 １３（１）（２） 岩手県 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題例２】＊該当問題 ５（１） 群馬県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題例３】＊該当問題 後期選抜 ５  千葉県 
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【出題例４】＊該当問題 ２ 滋賀県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題例５】＊該当問題 特色選抜 ３（２）佐賀県 
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